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一一、

有肱

五
、
貿

八
、
通

貨易業

一
、

概

況

片
山
内
閲
総
辞
職
の
後
を
受
け
て
後
任
内
閣
総
迎
大
臣
に
指
名
さ
れ
た
芦
田
民
主
党
総
裁
は

週
日
に
亘
る
政
策
協
定
折
衝
の
後
十
日
漸
く
組
閣
を
完
了
し
た
が
、
之
と
共
に
直
ち
に
声
明
を

発
表
し
て
対
外
信
用
の
回
復
経
済
再
建
の
為
め
の
資
木
の
蓄
積
等
新
内
閣
の
方
針
を
明
か
に
し

た
。
時
恰
も
ド
レ
l
パ
l
米
国
陸
軍
次
官
は
我
固
に
対
L
マ
ー
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
類
似
の
経
済
復

興
援
助
を
行
い
た
き
旨
議
会
に
於
て
言
明
す
る
と
共
に
、

二
十
日
自
ら
使
節
聞
を
率
い
て
来
朝

聯
合
軍
司
令
部
並
に
新
内
閣
当
局
民
間
有
志
と
懇
談
し
我
閣
に
対
す
る
巨
額
の
経
済
援
助
を
行

う
意
図
あ
る
こ
と
を
明
白
に
せ
ら
れ
た
の
は
終
戦
以
来
最
大
の
朗
報
で
あ
っ
た
。
但
し
同
氏
も

指
摘
す
る
如
く
米
国
よ
り
の
援
助
を
期
待
す
る
為
め
に
は
、
先
ず
我
国
内
体
制
の
整
備
特
に
財

政
収
支
の
均
衡
と
物
価
賃
銀
の
安
定
並
に
生
産
増
強
に
努
力
す
る
必
要
あ
る
と
と
は
云
う
迄
も

な
く
、
新
内
閣
の
任
務
は
一
に
か
L
っ
て
此
の
点
に
在
り
と
云
は
ね
ば
な
ら
な
い
。

=
、

産

業

三
月
中
に
於
け
る
石
炭
の
生
産
は
ご
百
八
十
六
万
九
千
ト
ン
と
目
標
二
百
九
十
八
万
七
千
ト

シ
に
対
し
十
一
万
八
千
ト
ン
の
不
足
を
示
し
、
旧
臓
以
来
上
昇
を
続
け
て
き
た
出
炭
の
カ
I
プ

は
相
当
の
鈍
化
を
示
し
た
。
か
く
て
第
四

・
四
半
期
全
体
と
し
て
は
目
標
八
百
五
十
一一
一万
七
千

ト

y
に
対
し
・
笑
蹟
λ
百
四
十
八
万
一
千
ト
ン
と
五
万
六
千
ト
ン
の
不
足
を
来
た
し
、
文
年
度
開

始
以
来
を
通
じ
て
み
れ
ば
実
績
二
千
九
百
三
十
三
万
五
千
ト
ン
と
琵
に
目
標
三
千
万
ト
ン
を
遥

日

本

銀

行

特

別

経

済

月

報

昭

和

ご

十

三

年

三

月

成
し
得
な
か
っ
た
が
、
年
度
閣
を
通
じ
て
六
十
六
万
五
千
ト
ン
の
不
足
に
止
ま
っ
た
こ
と
は

一

応
出
炭
に
関
す
る
限
り
柵
当
の
好
成
績
で
あ
っ
た
と
云
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
然
る
に
鉱
工
業
綜

合
生
産
指
数
は
出
炭
の
増
加
に
対
応
す
る
上
昇
を
示
さ
ず
、
一

進
一
退
の
状
況
に
止
ま
り
、
超

重
点
生
産
方
式
の
効
果
宏
疑
わ
し
め
る
も
の
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
理
由
は
石
炭
カ
ロ
リ
ー
の
減

少
も
さ
る
事
乍
ら
、
石
炭
と
並
ぶ
動
力
源
と
し
て
の
電
力
が
予
想
外
の
供
給
不
足
を
来
し
た
と

と
、
出
炭
増
加
に
即
応
す
る
輸
送
力
が
確
保
さ
れ
な
か
っ
た
と
と
の
こ
点
に
帰
着
す
ベ
く
、
従

っ
て
今
後
の
物
資
需
給
計
画
の
作
成
に
当
つ
て
は
此
の
点
に
付
充
分
考
慮
を
施
す
必
要
が
あ
る

と
思
わ
れ
る
。
鉄
鋼
部
門
に
対
す
る
配
炭
は
二
十
三
万
二
千
ト
ン
と
略
ミ
前
月
に
近
く

E
つ
電

力
事
情
の
好
転
に
よ
り
、
銑
鉄
目
楳
二
万
八
千
ト
ン
に
対
し
実
績
三
万
一二
千
ト
シ
、
鋼
材
目
標

四
万
三
千
ト
ン
に
対
し
突
績
七
万
一
ト
ン
と
何
れ
も
目
椋
を
上
廻
っ
た
。
第
四

・
四
半
期
全
体
と

し
て
も
銑
鉄
目
標
八
万
四
千
ト
ン
に
対
し
実
績
九
万
ト
ン
、
鋼
材
目
標
十

一
万
八
千
ト
ン
に
対

し
実
績
十
七
万
三
千
ト
ン
に
述
し
た
が
、
年
度
全
体
を
通
じ
て
み
れ
ば
銑
鉄
目
標
凹
す
万
五
千

ト
ン
に
対
し
実
績
二
十
九
万
四
千
ト
シ
、
鋼
材
目
標
六
十
七
万
五
千
ト
シ
に
対
し
実
績
五
十
六

万
四
千
ト
ン
に
止
ま
っ
た
。

其
他
の
重
要
工
業
生
産
状
況
を
見
る
に
、
化
学
肥
料
の
生
産
は
硫
安
目
標
七
万
八
千
ト
ン
に

対
し
実
績
六
万
六
千
ト
ン
、
石
灰
窒
素
目
標
一
万
六
千
ト
ン
に
対
し
実
績

一
万
五
千
ト
ン
、
過

燐
酸
石
灰
目
標
七
万
主
千
ト
ン
に
対
し
実
績
八
万
二
千
ト
ン
の
成
績
で
、
目
標
を
上
廻
っ
た
も

の
と
下
廻
っ
た
も
の
と
あ
る
も
前
月
に
比
し
て
は
何
れ
も
相
当
の
増
産
で
あ
る
。
年
度
全
体
を

通
じ
て
み
れ
ば
硫
安
目
標
八
十
七
万
六
千
ト
ン
に
対
し
実
績
七
十
三
万
九
千
ト
ン
、
石
灰
窒
素

目
楳
二
十
五
万
九
千
ト
ン
に
対
し
実
績
二
十
万
五
千
ト
ン
、
過
燐
酸
石
灰
目
標
八
十
八
万
五
千

ト
ン
に
対
し
実
績
八
十
二
万
七
千
ト
ン
の
成
績
で
あ
っ
た
。
又
・
セ
メ
ン
ト
の
生
産
は
電
力
事
情

の
好
転
に
よ
り
実
績
十
三
万
ト
ン
に
達
し
た
。
輸
出
品
の
大
宗
た
る
綿
糸
は
原
棉
の
月
中
輸
入

四
万
七
千
俵
に
加
え
ス
ト
ッ
ク
比
較
的
党
富
な
る
上
電
力
事
情
の
好
調
に
操
業
率
上
昇
し
、

一此

の
為
め
月
中
生
産
高
は
三
千
三
百
万
ポ
ン
ド
と
前
月
に
比
し
更
に
二
百
万
ポ
シ
ド
の
増
加
を
示

し
た
。
生
糸
の
生
産
は

一
万
百
俵
と
前
月
に
比
し

一
千
三
百
俵
の
増
加
を
来
し
た
が
ブ
之
は
操

業
日
数
の
増
加
と
電
力
事
情
の
好
転
に
基
く
も
の
で
あ
る
J

五
干
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電
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品開
送

月
中
出
水
量
は
過
去
五
ヶ
年
平
均
に
比
し
百
四
%
に
述
し
た
る
上
に
、
火
力
発
電
州
の
配
炭

も
突
拍
二
十
八
万
二
千
ト
ン
と
前
年
同
月
に
比
し
倍
加
せ
る
為
め
、
総
発
電
電
力
量
も
二
十
六

億
七
百
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
時
と
前
月
に
比
し
一
一一
他
八
千
三
百
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
時
の
増
加
を
来
し

た
。
此
の
為
め
電
力
制
限
は
依
然
継
航
さ
れ
て
は
い
る
も
の
へ
盤
要
産
業
に
対
す
る
割
当
電

力
は
略
、
確
保
さ
れ
る
と
共
に
、
一
般
家
庭
に
対
す
る
停
電
も
殆
ん
ど
行
わ
れ
な
か
っ
た
。

l 二 五
八五

l 四六
O 二
二九

一一一一一一、
一一一一

=
十
三
年
二
月

月

七
O
、
八
八
四

国
鉄
に
よ
る
貨
物
輸
送
は
天
候
の
好
転
に
加
う
る
に
配
炭
も
六
十
三
万
八
千
ト
ン
に
及
ん
だ

為
め
、
北
海
道
阿
国
の
一
部
に
地
域
的
怠
業
が
如
発
せ
る
に
も
拘
ら
ず
好
転
し
、
突
樹
九
百
λ

十
六
万
-
千
ト
ン
と
前
月
に
比
し
九
十
二
万
一
千
ト
ン
の
哨
加
を
示
し
た
。

海
上
輸
送
は
央
制
百
十
王
万
ト
ン
と
前
月
に
比
し
吏
に
十
一
万
二
千
ト
ン
の
増
加
を
来
し
た

が
、
之
は
海
上
天
候
の
平
穂
、
地

-M集
荷
の
好
転
等
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
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九 O
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六四

八九

九一
四 一
ノ、ノ¥
月

月

問

、

食

糧

米
の
供
出
は
月
中
四
十
九
万
石
、
月
末
累
計
は
三
千
五
十
五
万
石
と
売
に
目
標
額
を
達
成
す

る
に
至
っ
た
。
か
ム
る
供
米
の
好
成
績
は
過
去
に
於
け
る
如
何
な
る
年
度
の
成
績
を
も
凌
ぐ
と

共
に
恐
ら
く
被
占
領
固
に
於
け
る
唯
一
の
事
例
と
思
わ
れ
る
が
、
之
は
聯
合
軍
司
令
部
の
督
励

の
下
に
政
府
並
に
農
民
一
体
と
な
っ
て
供
出
に
努
力
し
た
結
果
と
考
え
ら
れ
る
。
然
し
乍
ら
各

〈
括
弧
内
数
字
は
供
出
目
標
三
千
五
十
五
万
石
に
対
す
る
遂
行
率
を
示
す
)

地
に
於
て
還
元
米
の
要
求
が
強
く
叫
ば
れ
て
い
る
事
実
に
鑑
み
る
時
供
米
好
調
の
影
に
か
く
れ

た
農
民
の
非
常
な
努
力
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

供
米
の
好
調
に
加
え
聯
合
軍
司
令
部
の
好
意
に
よ
り
今
月
は
十
五
万
九
千
ト
ン
に
上
る
輸
入

食
糧
〈
砂
糖
を
含
む
〉
の
放
出
許
可
が
あ
り
月
中
十
八
万
七
千
ト
ン
配
給
に
な
り
た
る
為
め
、
食

糧
配
給
操
作
は
極
め
て
順
調
で
全
国
に
遅
配
を
見
た
地
域
は
殆
ん
ど
見
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
。
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-五・五四
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室

、

貿

易

輸
入
は
食
糧
八
億
七
千
万
円
、
石
油
類
四
億
五
千
九
百
万
円
、
繊
維
類
一
億
六
千
九
百
万

円
、
金
属
機
械
鉱
産
物
一
億
二
千
五
百
万
円
、
化
学
農
水
産
品
九
億
三
千
百
万
円
等
計
三
十
五

億
五
千
六
百
万
円
な
る
に
対
し
、
輸
出
は
繊
維
製
品
十
二
億
百
万
円
、
化
学
農
水
産
品
三
億
七

日

本

銀

行

特

別

経

涜

月

報

昭

和

二

十

三

年

三

月

千
六
百
万
円
、
金
属
機
械
鉱
産
物
一
億
六
千
万
円
、
雑
貨
六
億
八
千
八
百
万
円
等
計
二
十
四
億

二
千
六
百
万
円
と
差
引
一
億
二
千
九
百
万
円
の
入
超
に
止
ま
っ
た
。
こ
の
様
な
現
象
は
、
前
月

に
比
し
食
糧
・
蛾
維
等
の
輸
入
が
、
減
少
を
示
し
た
の
に
対
し
融
維
製
品
、
雑
貨
の
輸
出
が
仲

張
を
示
し
た
た
め
で
あ
る
。

五
一
三



日

本

銀

行

特

別

経

済

月

報

相
手
国
別
に
貿
易
の
内
訳
を
見
る
と
、
輸
入
に
於
て
は
米
国
が
第
一
位
を
占
め
て
い
る
が
其

輸
入
総
額
に
対
す
る
比
率
は
、
同
国
よ
り
の
食
糧
、
棉
花
等
の
輸
入
の
減
少
を
反
映
し
て
、
六

十
八
Mmと
、
前
月
の
八
十
三
Mm
に
比
し
、
十
五
銘
の
箸
減
を
示
し
た
。

一
方
輸
出
に
於
て
も
亦

米
国
が
第

一
位
を
占
め
、
其
輸
出
総
額
に
対
す
る
比
率
は
、
三
十
五
銘
と
前
月
の
一一一
十
四
%
に

比
し
-
劣
の
微
増
を
示
し
た
。

対
日
民
間
貿
易
の
月
中
契
約
成
立
実
績
は
七
百
ご
十
件
・
一
千
八
十
万
九
千
ド
ル
に
上
り
、

先
月
に
比
し
件
数
に
於
て
一

・
八
倍
金
額
に
於
て
こ
・
一
倍
の
増
加
を
示
し
た
が
、
之
は
二
月

以
降
生
糸
、
絹
織
物
、
綿
織
物
等
が
漸
次
民
間
貿
易
の
形
態
で
取
引
可
能
と
な
っ
た
関
係
で
織

維
類
の
契
約
高
が
飛
蹄
的
に
増
大
し
た
為
め
で
あ
る
。

次
に
貿
易
資
金
の
動
向
を
見
る
に
、
収
入
は
輸
入
品
の
払
下
代
金
三
十
一
億
六
千
七
百
万

円
、
貿
易
公
団
よ
り
の
貸
付
金
回
収
五
十
六
億
円
(
内
借
換
分
五
十

一
億
四
千
三
百
万
円
)
等
計

八
十
七
億
九
千
九
百
万
円
な
る
に
対
し
、
支
出
は
輸
出
品
買
上
代
金
並
に
輸
出
諸
掛
七
億
六
千

三
百
万
円
、
貿
易
公
団
え
の
貸
付
金
七
十
七
位
六
千
六
百
万
円
(
内
新
規
貸
付
二
十
六
億
二
千

二
百
万
円
)
輸
入
諸
掛
一
億
五
千
万
円
、
雑
払
六
億
九
千
六
百
万
円
等
計
九
十
四
億
六
千
三
百

万
円
と
差
引
六
億
六
千
四
百
万
円
の
支
払
超
過
を
示
し
た
。
公
聞
に
対
す
る
貸
付
金
中
借
換
を

続
け
る
も
の
が
多
い
の
は
、
間
船
の
都
合
、
市
場
の
関
係
等
に
よ
り
公
団
の
手
持
物
資
が
噌
加

貿

資

金

勘

J~ 

易

定

支

差支収
号|
収
支
(寸
超
過出入

(一)

一
二
、
一
五
四
一

四
、
五
六

二

一
、
四

O
七
一
例

四四

i 七七
七二九

(+) 

年

月二:

--一 l来十
、てて|迄二
三九六 i累年

二一九|

|ー(ー) I 

月

十

四二

日21 0六五月年
凹三九

十

月

六

、

財

政

政
府
資
金
の
対
民
間
収
文
は
収
入
四
百
九
十
億
円
、
文
出
五
百
十
二
億
円
、
差
引
二
十
二
億

円
の
支
出
超
過
を
示
し
た
。
但
し
此
の
金
額
中
に
は
郵
便
貯
金
収
支
等
の
預
金
部
資
金
収
入
超

過
五
・
低
円
が
含
ま
れ
て
い
る
か
ら
、
之
を
考
臆
す
れ
ば
予
算
に
対
応
す
る
財
政
の
対
民
間
支
出

超
過
は
二
十
七
億
円
と
な
る
。
な
お
復
興
四
分
別
国
伴
証
券
五
億
円
が
民
間
公
募
と
な
っ
て
い

る
故
、
純
粋
の
財
政
支
出
超
過
は
之
を
加
え
た
三
十
二
低
円
と
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

五
一
四

し
て
い
る
為
め
で
あ
る
。
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月

月

月

前
月
締
に
み
る
巨
額
の
収
入
超
過
を
示
し
た
る
後
を
受
け
、
当
月
財
政
収
支
は
布
の
如
く
、

僅
か
乍
ら
支
出
迎
過
に
転
じ
た
が
こ
れ
は
年
・
肢
末
の
関
係
で
、
終
戦
処
則
一
世
(
進
駐
叩
経
世
)
の

大
師
増
加
を
初
め
、
側
柿
訓
結
党
二
十
九
億
円
、
国
有
鉄
道
事
業
会
計
支
出
超
過
四
十
億
円
、

通
信
事
業
会
計
支
出
超
過
十
三
億
円
等
も
前
月
に
比
し
各
十
九
徳
円
、
二
十
二
倍
問
、
八
億
円

の
増
加
を
示
し
た

一
方
、
収
入
而
に
於
て
は
机
税
収
入
が
月
中
二
百
二
十
四
倍
円
と
引
続
き
好

調
乍
ら
も
前
月
に
比
し
百
一
一
一
億
円
の
減
少
を
一
市
す
と
共
に
1
.

専
売
益
金
四
十
二
紘
円
も
艇
草
の



売
行
捗
々
し
か
ら
ず
、
前
月
比
二
億
円
の
減
少
を
示
し
た
関
係
等
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

当
月
分
を
も
含
め
た
第
四

・
四
半
期
中
の
財
政
収
支
尻
は
λ
十
四
億
円
の
収
入
超
過
と
な
る

が
、
年
度
開
始
以
来
の
収
支
を
通
計
す
れ
ば
収
支
尻
は
八
百
七
十
-
億
円
の
支
出
超
過
と
な

り
、
一
昨
昭
和
二
十

一
年
度
中
の
支
出
超
過
(四
百
四
十
一
億
円
)
に
比
し
倍
増
し
て
い
る
。

な

お
年
度
開
始
以
来
当
月
末
迄
の
租
税
収
入
は
、
大
蔵
省
酬
に
よ
れ
ば
コ
γ
二
百
四
十
八
億
円
と

予
算
額
の
九
十
二
銘
に
速
し
た
に
も
拘
ら
ず
、
専
売
拡
金
は
二
百
六
十
六
億
円
、
五
十
二
%
に

過
ぎ
ず
、
又
徴
税
の
好
調
に
よ
っ
て
一
般
会
計
は
一
応
均
衡
を
回
復
し
た
が
、
特
別
会
計
に
於

て
は
巨
額
の
支
出
超
過
を
累
積
し
た
こ
と
等
が
注
目
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

政
府
資
金
収
支
状
況

年

H
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収
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概
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一三
窓、四ニニ

七

、

金

融

財
政
支
出
超
過
三
十
二
億
円
に
加
う
る
に
二
十
五
億
円
に
上
る
大
務
引
証
券
の
日
木
銀
行
に

対
す
る
純
償
還
〈
引
受
七
十
二
億
円
、
償
還
九
十
七
億
円
)
十
九
億
円
に
上
る
食
絹
証
券
の
預
金

部
に
対
す
る
償
還
資
金
は
、
市
中
金
融
機
関
の
復
興
四
分
利
国
陣
証
券
引
受
王
億
円
、
日
木
銀

行
の
政
府
に
対
す
る
貸
上
金
純
増
七
億
円
(
貸
出
百
三
十
一
億
円
回
収
百
二
十
四
億
円
)
の
ほ

か
、
日
本
銀
行
の
金
紐
証
券
引
受
超
過
七
十
億
円
(
引
受
二
百
八
億
円
償
還
百
三
十
八
幡
円
)
に

よ
っ
て
間
違
せ
ら
れ
た
。
但
し
食
総
証
券
は
日
本
銀
行
、
預
金
・
出
の
ほ
か
市
中
に
対
し
て
も
月

中
五
ト

一
億
円
の
償
還
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
お
当
月
薪
炭
証

券
は
日
本
鍛
行
引
受
に
よ
り
八
億
円
の
発
行
を
見
た
が
、
同
額
日
本
銀
行
に
対
し
償
還
さ
れ
て

い
る
か
ら
政
府
の
資
金
繰
り
に
は
影
響
な
か
っ
た
。

次
に
全
国
銀
行
新
勘
定
貸
出
増
加
制
は
百
十
七
億
六
千
万
円
と
前
月
の
八
十
四
億
五
千
万
円

に
比
し
三
十
三
億
二
千
万
円
の
増
加
を
来
し
た
が
、
之
は
徴
税
の
強
行
並
に
物
価
改
灯
を
見
越

し
て
の
商
品
兜
惜
み
に
よ
る
事
業
会
祉
の
金
詰
り
に
加
う
る
に
、
繊
維
製
品
引
取
資
金
そ
の
他

季
節
的
資
金
の
需
要
が
輔
較
し
た
為
め
で
あ
る
。
然
も
後
述
の
如
く
自
由
預
金
の
増
勢
は
実
質

的
に
は
鈍
化
し
て
い
る
為
め
に
市
中
金
融
機
関
の
手
許
は
相
当
窮
屈
気
味
で
、
之
を
反
映
し
て

日
本
銀
行
の
市
中
銀
行
に
対
す
る
貸
出
は
三
十
億
七
千
万
円
を
増
加
し
た
。

復
興
金
融
金
庫
の
貸
出
増
加
額
は
月
中
五
十
億
二
千
万
円
と
前
月
の
増
加
翻
五
十
九
億
六
千

万
円
に
比
し
九
億
四
千
万
円
の
減
少
を
示
し
た
が
、
之
は
新
融
公
聞
に
対
す
る
融
資
が
市
中
銀

行
に
於
て
行
う
と
と
L

せ
ら
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鐙
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膨
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